
様式第１号（第１０条関係） 

 

2025 年度業務実績報告書 

提出日 令和 8 年 2 月 2 日 

 

１．職名・氏名  教授・神谷隆宏       

 

２．学位 学位 理学博士、専門分野 地質学、授与機関 東京大学、授与年  1986 年  

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

地学概論（２単位）１年 

地球科学フィールド実習Ⅰ（２単位）１年 

② 内容・ねらい 

地学の初歩を総括的・体系的に学び、将来専門分野への発展の基礎とする。 

福井県の地質の特徴およびその成立過程を学び、地質現象がどのように大地を形成してきた

かを学ぶ。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

地学未履修者にも理解できるよう教科書の図に簡潔な要点の説明を付するよう心がけた。 

地質巡検を行った地域ごとに、現地での観察や議論をへて、翌週は室内でのグループ発表を

行い、学んだことを復習し知識や調査技能の習得に努めた。 

 

(2)その他の教育活動 

内容 

プレースメントテストで成績不良の１年生に生物学基礎の補講を行なった。 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

①著書 

 

 

 

 

【 本】 

②学術論文（査読あり） 

  

 

【 本】 

③その他論文（査読なし） 

 

 

【 本】 

④ 学会発表等 

節足動物の脱皮に伴う外骨格の成長パターン-Cythere 上科貝形虫を例に-、日本古生物学会第

175 回例会（2025 年 12 月）、青山祐亮、神谷隆宏、藤田利宏、中尾有利子【最優秀ポスター発

表賞受賞】 

【１件】 

⑤その他の公表実績 

 

 

 

【 本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

 

 

 

 

(3)特許等取得 

 

 

 

 

(4)学会活動等 

 

 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

 

① -2 福井県立恐竜博物館紀要編集委員会委員、投稿された原稿の査読・審査、H30.4〜現在

に至る 

① -2 石川県環境審議会委員、年度実績の確認、年度計画の承認などの審議、R2.8〜現在に至

る 

① -2 石川県環境審議会温泉部会会長、温泉の新規掘削申請時の環境への配慮、妥当性などの

審議、2 R2.8〜現在に至る 

⑤ 第６回アジア恐竜国際シンポジウム（主催；ISAD2025 組織委員会、福井県立大学、福井県

立恐竜博物館主催、共催；日本古生物学会、日本地質学会、実行委員として講演要旨集の

編集を担当、シンポジウムの賞の委員会委員長として最優秀発表賞（口頭およびポスター）

の選出を担当） 

⑥ 公開講座「日本海の長期・短期環境変動と生物の応答」zom 開催、2025.7.1、7.15 

開放講座「恐竜学部で学ぶということ」敦賀高校、2025.9.12 

連携講座「微化石で読み解く環境の歴史と恐竜学部の挑戦」中日文化センター、2025.7.19 

⑦ 愛知県西三河地区西三進学会議講演「恐竜学部の創設、現状、展望」豊田産業文化センタ

ー、2025.11.5 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

恐竜学部 恐竜・地質学科 学科長 R7.4.1〜現在に至る 

 

(2)委員会・チーム活動 

入試本部会議委員 R7.4.1〜現在に至る 

(3)学内行事への参加 

オープンキャンパス、入試説明会（武生高校、仁愛高校、北陸高校、足羽高校、丸岡高校、武

若狭高校、三国高校、勝山高校、啓新高校、福井工大付属高校） 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 

 

 


